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本
研
究
の
目
的
は
、
（
海
の
異
郷
）
す
な
わ
ち
「
常
世
国
」
「
綿
津
見
神
 
 

之
宮
」
を
中
心
に
、
吉
事
記
』
の
表
現
や
構
成
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
 
 
 

『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
（
海
の
異
郷
）
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
 
 

い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
 
 
 

「
常
世
国
」
は
、
「
彼
の
穂
」
の
表
現
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
 
 

あ
る
海
上
の
（
異
郷
）
で
あ
り
、
従
来
の
「
不
老
不
死
」
の
理
想
郷
の
イ
 
 

メ
ー
ジ
は
「
橘
」
を
除
い
て
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
「
死
者
の
国
」
を
表
す
 
 

こ
と
も
な
か
っ
た
。
「
綿
津
見
神
之
宮
」
も
、
海
底
で
は
な
く
海
上
に
あ
 
 

る
（
異
郷
）
で
あ
り
、
「
海
原
」
の
語
も
こ
の
（
異
郷
）
を
指
し
て
い
美
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
（
海
の
異
郷
）
は
、
治
水
の
能
力
を
与
え
る
な
ど
、
「
葦
原
 
 

中
国
」
の
完
成
や
繁
栄
に
奉
仕
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
そ
こ
に
 
 

行
く
こ
と
が
死
を
暗
示
し
た
り
、
弟
橘
比
売
の
場
合
は
天
皇
家
の
力
の
源
 
 

と
な
る
も
の
を
奪
っ
た
り
す
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
（
海
の
異
郷
）
 
 

が
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
「
不
老
不
死
」
の
よ
う
な
非
現
実
的
な
「
豊
 
 

か
さ
」
や
「
幸
福
」
を
も
た
ら
す
場
所
で
は
な
く
、
現
実
的
虻
も
の
、
例
 
 

ぇ
ば
稲
の
豊
穣
を
も
た
ら
す
場
所
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、
（
海
の
異
郷
）
に
関
わ
る
「
玉
」
亘
「
橘
」
 
 

と
い
う
物
の
つ
な
が
り
や
、
海
を
渡
る
こ
と
の
で
き
る
存
在
と
し
て
の
、
 
 

出
雲
系
の
蛇
神
三
輪
山
の
大
物
主
神
や
肥
長
比
売
、
天
之
日
矛
の
系
譜
の
 
 

多
遅
摩
毛
理
や
神
功
皇
后
と
い
う
人
・
神
の
つ
な
が
り
が
見
ら
れ
た
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
物
や
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
含
め
、
（
海
の
異
郷
）
 
の
力
が
 
 

な
け
れ
ば
、
「
葦
原
中
国
」
の
繁
栄
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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